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ります（図 10）。中には、国境周辺から 4、5 日か
けて雲南系ムスリムのモスクでの食事のために家
族単位で移動してきたミャンマー系ムスリムもい
ました。貧しいミャンマーの仏教徒はこの時期か
ぎりで、偽装してムスリムになり、30 日間の断食
月の夕食を雲南系ムスリムのモスクで食べるので
す。
とりわけ、断食明けの祭りの朝には、モスクに
は乞食となって門のそばで喜捨を待機している人
でいっぱいです。写真（図 11）からみて分かりま
すが、彼らはすべて雲南系ムスリム以外のミャン
マー系や南アジア系の信徒なのです。偽装してム
スリムになった人も含まれていることでしょう。
このように喜捨の精神によって、断食月と断食明
けの祭りには、イスラームの教義に沿った上で、
雲南系ムスリムと非雲南系ムスリムが食べ物を通
して交流し、他者に開かれた儀礼場面を創出して
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いるのです。
ここからまとめに入ります。ハラール食品を食
べるというのは身体をもってイスラームの信仰を
実践し、究極的には来世での救済につながるので
すが、中国人にとっては共食をすること、人をも
てなすことは文化習慣としても大事にしてきまし
た。そのおもてなしの精神がイスラームの信仰と
作用して、断食月という聖なる時間には、自己の
救済のみならず、他者に開かれた場として一年に
一ヶ月間盛大に行われているのです。雲南系ムス
リムの食文化は異文化が混交しているだけではあ
りません。そこには雲南系ムスリムがイスラーム
の信仰に沿った「（正）義」の実践を通して、自己
の救済と他者に開かれた多様な相互扶助の場とし
て共食の場を読み替えていることが分かりました。
民族間の垣根をこえ、正義を食べることで民族を
超えた垣根とフェーストゥフェースの関係が生ま
れているのです。このように多民族状況下におけ
る「正義」は、食べるという身体的、宗教的観点
からみた場合には、その実践は個々の魂の救済の
みならず、開かれた民族のつながりを生み出して
いると言えるでしょう。
